
 

 
 
 
 
 
 

 

～健康診断時に求められる「ストレス調査」の実務は？～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

大阪商工会議所 経営情報センター 

〒540-0029 大阪市中央区本町橋２－８ 

  TEL：06-6944-6199  roumu@osaka.cci.or.jp 
 

※参加申込書は裏面です。 

 
主催：大阪商工会議所 

９月に厚生労働省が発表した「職場におけるメンタルヘルス対策検討会報告書」において、定期

健康診断時における従業員への「ストレス調査」の義務化が検討課題としてあがっています。この

提言を基礎に現在、厚生労働省の分科会や検討会において、今後の企業におけるメンタルヘルス

対策について議論がなされています。 

そこで大阪商工会議所では、「職場におけるメンタルヘルス対策検討会」の委員である大阪ガス

株式会社の岡田邦夫氏をお招きし、現在厚生労働省が考えている２０１２年から定期健康診断の

概要そしてその課題について「最新情報」をご紹介いたします。 

またこのような労働行政施策の流れの中、企業が今後どのようにメンタルヘルス対策について取

り組んでいかなければならないのか、新制度の有効活用の観点から、第一線の専門家をお招きし、

具体的な取り組み事例などを紹介しながら、これからの動向について考えます。 

１．新制度の概要 

２．新制度における課題 

３．今後、企業に求められる対応 

 

１．ストレス調査の上手い活用事例 

２．企業における人的・金銭的・時間的負担について

 

別添資料① 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．以下の申込用紙に、所定事項を記入の上、ＦＡＸにてお送り下さい。 

（サービス利用券のご利用を希望されます場合には、必ず事前にご連絡下さい） 

 

２．１月２１日（金）までに「参加証」をＦＡＸにてお送りします。 

（２４日（月）になりましてもお手元に届かない場合は事務局までご連絡ください） 

 

３．参加費は、当日、会場受付にて頂戴いたします。（※領収書をお渡しします）。 
 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

［ シンポジウム参加申込用紙 ］ 送信先ＦＡＸ ０６－６９４６－７２１４ 

 （問合せ）大阪商工会議所 経営情報センター「シンポジウム」係 電話０６－６９４４－６３５１ 
※ご記入頂いた情報は、受付事務のほか本所からの各種事業のご案内・情報提供以外に使用することはございません。 

 

  ※サービス利用券を使う 

  １，０００円 × （   ）枚  

会 社 名 （大商会員番号       ・一般）

電 話 番 号  ＦＡＸ番号  

参加者氏名①  役職名  

参加者氏名②  役職名  

参加者氏名③  役職名  

 

 

1951 年大阪府生まれ。1982 年大阪市立大学大学院医学研究科修了。同年より大阪ガス産業医、健康

開発センター管理医長を務める。1996 年より大阪ガス人事部健康管理センター所長。2003 年より現職。

糖尿病などの生活習慣病が専門。長年にわたり、講演や健康指導など他方面に活躍。 

1965 年新潟県生まれ。早稲田大学教育学部教育学科卒業。日本ディジタルイクイップメント株式会社

（日本ＤＥＣ）、コンパックコンピュータ株式会社等を経て、2003年マイクロソフト株式会社入社。2006年より

現職。営業、マーケティング、サービス部門担当人事の責任者として労務問題を中心に部門へのコンサル

ティングを行っている。 

1969 年東京生まれ。横浜市立大学文理学部心理専攻卒業、東京学芸大学大学院教育学研究科心理

臨床講座修了。精神科クリニックにて臨床心理士として勤務の後、日本初の EAP 専門会社である(株)ジャ

パン EAP システムズに入社。勤労者のメンタルヘルス問題に関し、人事部や管理職から数多くの相談を受

けている。臨床心理士、精神保健福祉士、シニア産業カウンセラーの資格を保有。早稲田大学、法政大学

大学院にて講師も務める。 


